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自
治
体
が
運
営
す
る
消
防
制
度
が
始
ま
り
、
70
年
が
た
ち
ま
し
た
。

磐
田
市
で
は
、
現
在
約
2
0
0
人
の
消
防
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
日
々
、
生
命
の
最
前
線
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
火
災
や
救
急
の
現
場
で
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
の
消

防
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

特
集

　

昭
和
34
年
を
起
点
と
す
る
「
磐

田
市
消
防
本
部
」
の
歴
史
は
、
今

年
で
60
年
を
迎
え
ま
す
。

火
災
の
減
少
と
救
急
の
増
加

　

過
去
10
年
間
の
統
計
を
見
る
と
、

磐
田
市
で
の
火
災
の
発
生
件
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
救

急
に
よ
る
出
場
件
数
は
年
々
増
加
し
、

緊
急
性
の
な
い
救
急
要
請
の
在
り
方

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の

生
命
を
救
う
た
め
に

　

磐
田
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災

や
救
急
、
救
助
の
現
場
で
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
装
備

自
治
体
消
防
は
70
周
年

　

昭
和
23
年
3
月
7
日
に
消
防
組

織
法
が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
消
防

の
原
則
に
基
づ
く
現
在
の
自
治
体

消
防
制
度
が
確
立
し
、
昨
年
3
月

に
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

磐
田
市
で
は
、
昭
和
33
年
に

「
磐
田
市
消
防
団
常
備
部
」
が
15
人

の
部
員
と
消
防
タ
ン
ク
車
１
台
で

発
足
し
、
翌
34
年
に
旧
磐
田
市
域

を
管
轄
す
る
「
磐
田
市
消
防
本
部
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
周
辺
町
村
と
の
組
合

を
経
て
、
平
成
17
年
の
市
町
村
合

併
に
よ
り
現
在
の
「
磐
田
市
消
防

本
部
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
整
っ
た
車
両
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
運
用
す
る
職
員
も

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

消
防
最
前
線

40 件

60 件

80 件

100 件

火災件数

H29H25H20 5000 件

5500 件

6000 件

6500 件

救急件数

火災件数 救急件数

過去10年間の火災・救急出場件数の推移
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インタビュー

守りたいものがある

  －消防士－

後藤 喬
きょう

雄
お

（左）

澤中 雄
ゆ う

斗
と

白畑：救急の出場件数は年々増えています。1日12 ～
13件の出場は体力的にキツイこともあります
が、1分1秒を争う救命の現場では冷静さを保
つよう心掛けています。通報者や家族の協力で、
持病やかかりつけ医を伝えてもらえることで救
命活動がスムーズに行えます。

大石：救急隊にとっては、例えその日の10件目の出
場でも、通報者にとっては一生に一度かもしれ
ません。"もしも"の時に救急車を呼ぶことにた
めらいを持たないよう、どんな時でも傷病者だ
けでなく、その家族や通報者にも寄り添うこと
ができる救急救命士を心掛けています。

後藤：実際の火災現場では、頭を使い、考える活動が
多いです。体力には自信がありますが、深夜や
氷点下での出動など、想定を上回る大変な現場
にも遭遇しました。火災が減るのはうれしいで
すが、いざという時はどんな状況でも冷静な判
断ができるよう、日々取り組んでいます。

澤中：消防士は幼い頃からの憧れでした。消防車でパ
トロールに出た際に、子どもたちが手を振って
くれるとうれしいですね。磐田が好きなので、
少しでも火災が減るよう、住宅用火災警報器の
設置や火の取り扱いなど、市民の皆さんに火災
予防を理解してもらえるよう努力しています。

　平成29年の市内の火災発生件数は44件。過去10年
間で比較すると、平成27年の41件に次いで2番目に少
なかった。しかし、火災は無くならない。出火原因は、
たばこの火の不始末や放火（疑いも含む）が上位を占
める。一人一人の心掛けで防ぐことができることもあ
るはずだ。消防の最前線で働く消防士の活動を聞いた。

　平成29年の救急出場件数は、過去最多の6,162件。
このうち急病によるものは約60％を占める。しかし、
単なる風邪や歯の痛みなどによる通報も後を絶たない。
市内にある救急車は限られている。本当に救急車を必
要とする人への対応が遅れることがないよう、私たち
一人一人に救急車の適正利用が求められている。

 －救急救命士－

白畑 智
と も

朗
ろ う

（左）

大石 知
と も

弘
ひ ろ
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教
え
て
！

べ
っ
く
ん

消防24時

磐田を守る
消防車両

水槽付消防ポンプ車
（化学車）

救急車

500mlのペットボトル2600本分の水を
積み、防火水槽や消火栓が無くても放
水することができます。また、水では
消すことのできない油火災などの際は、
水と薬剤を混ぜ合わせた泡を放水して
火を消します。

病気や事故でケガをした人などに応急
処置を施し、病院に運びます。車内に
は担架はもちろん、AED
や人工呼吸器、気道確保
用の器具など、搬送され
る人の応急処置に必要な
資機材を備えています。

　

一
言
で
「
消
防
車
」
と
い
っ
て

も
、
使
う
目
的
に
よ
っ
て
そ
の
形

や
装
備
は
異
な
り
ま
す
。
磐
田
市

消
防
本
部
の
車
両
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

消
防
署
・
分
遣
所
の
仕
事
は
24

時
間
体
制
。
隊
員
は
1
日
ご
と
の

交
代
制
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
の
勤
務
日
の
流
れ
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

22:00

17:15 訓練
警防調査
予防査察
事務処理

事務処理
訓練
体力づくり
勉強

仮眠
受付

事務処理
掃除

0:00

12:00

6:00 起床

8:30 勤務交代
勤務スタート

■警防調査（水利点検）
消火栓から水が出るか、
防火水槽の水が減って
いないか点検します。

■予防査察
店舗や工場などの消火
設備が整っているかな
どを調べ、指導します。

Ｑ
ど
う
し
て
消
防
車
は
「
赤
」、
救

急
車
は
「
白
」
な
の
？

Ａ
消
防
車
や
救
急
車
の
色
は
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
一
番
初
め
に
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
消
防
車
と
救
急
車
が
、

そ
れ
ぞ
れ
赤
色
と
白
色
だ
っ
た

た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
救
急
の
現
場
に
消
防
車
が
い
た

の
で
す
が
？

Ａ
磐
田
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防

隊
が
救
急
隊
の
活
動
を
支
援
す

る
「
Ｐピ

ー

Ａエ
ー

連
携
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
救
命
の
た
め
に
一
刻

を
争
う
事
態
に
、
救
命
・
救
出
・

救
護
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

素
早
く
、
確
実
か
つ
安
全
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
は
し
ご
車
の
は
し
ご
は
何
メ
ー

ト
ル
伸
び
る
の
？

Ａ
磐
田
市
消
防
本
部
の
は
し
ご
付

消
防
車
は
、
30
メ
ー
ト
ル
級
の

は
し
ご
を
備
え
て
い
ま
す
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
10
階
く
ら

い
ま
で
届
き
ま
す
。

　

磐
田
消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
べ
っ
く
ん
」
が
消
防
の

疑
問
に
答
え
ま
す
。
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磐
田
市
消
防
本
部
の
体
制

　

磐
田
市
消
防
本
部
は
、
1
本
部
、

1
消
防
署
、
5
分
遣
所
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
部
で
は
、
車
両
や
資
機
材
の

整
備
、
消
防
団
、
火
災
予
防
な
ど
、

消
防
の
運
営
全
般
に
関
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
消
防

署
・
各
分
遣
所
で
は
、
地
域
へ
の

火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
火
災
や
救
急
、
救
助
の
現

場
で
活
動
す
る
消
防
隊
員
ら
が
待

機
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
中
東
遠

地
域
が
共
同
で
運
用
す
る
中
東
遠

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

消
火
活
動
だ
け
が消防

で
は
な
い

　

消
防
の
仕
事
は
、
火
災
の
際
に

駆
け
付
け
て
消
火
活
動
を
す
る
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
火
活
動
以
上
に
大
切
な
の
は
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
。
予
防

課
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
軽

ト
ラ
市
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
消
防
団
な
ど
と
協
力
し
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
寝

た
ば
こ
の
禁
止
な
ど
、
火
災
予
防
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消防は、
生命の最前線

救
急
に
欠
か
せ
な
い救急

救
命
士

　

救
急
車
が
消
防
署
か
ら
来
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
市
内

の
消
防
署
・
分
遣
所
に
は
救
急
車

が
各
1
台
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲磐田消防イメージキャラクター
「べっくん」。モチーフは、市の昆
虫ベッコウトンボ。イベント会場
などで火災予防の啓発活動に取り
組んでいる。

1
1
9
番
通
報
の
際
に
は
、
多
く

の
場
合
こ
れ
ら
の
車
両
が
現
場
に

出
向
き
ま
す
。
現
場
へ
の
到
着
は
、

平
均
で
通
報
か
ら
6
～
7
分
で
、

平
成
29
年
度
全
国
平
均
8
・
5
分

よ
り
も
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
隊
は
3
人
1
組
で
活
動
し

ま
す
。
国
の
基
準
で
は
、
こ
の
う

ち
最
低
1
人
を
救
急
救
命
士
と
す

る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
磐
田
市
の
場
合
、
救
急
救
命

士
2
人
の
乗
車
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
救
急
救
命
士
が
い
る
こ
と

で
、
傷
病
者
に
観
察
・
処
置
を
施

し
な
が
ら
医
療
機
関
ま
で
搬
送
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
救
命
率

が
向
上
し
て
い
ま
す
。

変
わ
る
救
急
業
務

　

現
場
に
駆
け
付
け
、
急
病
人
を

乗
せ
た
ら
す
ぐ
に
病
院
に
搬
送
す

る
。
救
急
車
に
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

救
急
車
に
救
急
救
命
士
が
乗
車

す
る
こ
と
で
、
現
在
は
現
場
で
高

度
な
救
急
処
置
を
施
し
て
か
ら
病

院
に
搬
送
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
場
の

滞
在
時
間
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

し
っ
か
り
と
処
置
を

し
て
病
院
で
の
治
療

に
つ
な
ぐ
た
め
で
す
。

1分1秒を争う
救急の現場

　

中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

は
、
1
1
9
番
通
報
を
受
け
、

各
隊
に
出
動
を
指
示
す
る
役
割

を
担
い
ま
す
。
磐
田
市
か
ら
御

前
崎
市
に
か
け
て
の
5
消
防
本

部
が
共
同
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
の
際
に
、
現
場
に
最
も

近
い
車
両
が
出
動
で
き
る
よ
う
、

各
消
防
本
部
の
ど
の
車
両
が
ど

こ
に
い
る
か
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

上
に
表
示
さ
れ
、
各
消
防
本
部

へ
の
指
令
が
効
率
的
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
報
者
と
現
場
と
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
、
現
場
で
隊
員
が
困

ら
な
い
よ
う
に
必
要
な
情
報
を

伝
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

火
災
や
急
病
な
ど
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
や
生
活
を
守
る
の

が
消
防
の
役
目
で
す
。
事
故
や
急

病
は
予
期
せ
ず
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
は

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
ご

自
宅
の
火
災
予
防
対
策
を
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
救
急
の
現
場
で
は
１
分

１
秒
が
大
切
で
す
。
救
急
車
の
役

目
を
再
確
認
し
、
適
正
な
利
用
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
、
ま
ち

の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

～指令の広域化～

安全・安心の
ために

中東遠消防指令センター

　　　　　　　山田 一
かず

路
みち

通信指令員
（救急救命士）


